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IM実行委員長　蜂　谷　泰　祐2018-19年度　RI2690地区　第10・11グループ合同IMを終えて

台南RC委員長　森　本　浩　平台南訪問報告

　去る１月13日（日）、岡山コンベンションセンターにてRI2690地区
第10・11グループの合同IMを開催致しました。第10グループ５ク
ラブ・第11グループ６クラブから、本会議322名、懇親会288名の
出席をいただきました。当日は三連休の最中にもかかわらず、昨
年同様に多数のロータリアンの皆様にご出席いただき心から感
謝申し上げます。
　特に、岡山西ロータリークラブの皆様には、台南ロータリークラ
ブの65周年記念事業に参加された後に合同IMにご出席いただ
いた方も大勢おられ、お疲れのところ大変ありがとうございまし
た。
　2018-19年度IMは、テーマを『「今、再び問うロータリーの魅力」
～仕事を通じて、今、我々にできること』として入会者が減少傾向
にある中でロータリークラブの魅力を発信することを目的としまし
た。
　開会式に続き、まず特別講演Ⅰとして坂本光司先生を講師にお
迎して『求められる五方良しの経営』と題してご講演をいただきま
した。終了後は熱心なロータリアンの方から沢山の質問がありまし
た。
　引き続き特別講演Ⅱとして、以前に備前ロータリークラブの会員
であった村上彩子さんより、『命を思う音楽活動』と題してご講演
と歌のご披露がありました。村上さんの素晴らしい歌声に会場割
れんばかりの拍手が鳴り響きました。

　そして、閉会式で
は末長ガバナーから
素晴らしい講評をい
ただきました。
　その後、会場を移
動して、ANAクラウ
ンプラザホテルにて
懇親会を執り行いま
した。
　限られた時間でしたが、各テーブルにてロータリアンの皆様が
本当にわきあいあいと楽しくご歓談いただく姿を見て、大森ガバ
ナー補佐、岸会長、小山幹事ともどもにほっと胸をなでおろすこと
ができました。
　何かと不行き届き
の点もございました
が、皆様の温かいご
支援と厚い友情のお
かげをもちまして、合
同IMを成功裏に終
えることができました。
　本当にありがとうご
ざいました。

　台南RC委員長の森本です。先般１/９～12の４日間にて実施さ
れました、台南RC訪問旅行につき、ご報告させて頂きます。
　今回の旅行は台南RC65周年記念式典への出席が主目的だっ
た訳ですが、岸会長、村山国際奉仕委員長他、多くの皆様のご
協力により総勢25名の訪問団を結成出来たこと、委員長として本
当にありがたく感謝したいと思っております。
　まず日程について、岡山西RC主催のIM開催日の影響で当初
の計画よりは１日早い訪台となりましたが、却ってこれが功を奏した
ように思います。
　台南初日の夕食会場として台南RC蔡俊男（Sam）会員経営の
料理店「福楼」を訪問しました。このお店は村山国際奉仕委員長

のたっての希望でした。13年前に学会で台湾に行き、その帰路、
表敬訪問で台南RCを訪れた際、今回の「福楼」へ招待され様々
な台南料理の珍味を堪能出来たことに感動した村山委員長が岡
山西RC会員にもいつか味わって貰いたいという、まさに13年越し
の夢を叶えるという大きな意味のある食事会でした。
　当初は私たちだけでの食事会の予定でしたが、台南RCからも
数名参加したいとの依頼がありました。実際現地に到着すると会
長・幹事をはじめとする何と20名近くの台南RC会員の方々が参
加され、さながら記念式典の前々夜祭の様相となり大変盛り上
がった食事会となりました。
　多種多様の料理を始め、20年25年ものの紹興酒をふんだんに

振る舞って頂いた上（「福楼」のサービスです）、帰りには想定して
なかったお土産まで頂くというおもてなしに私自身も大変な感激を
覚えました。結果としてこの食事会が岡山西RC会員、台南RC会
員相互の親睦をより深化させる非常に良いきっかけになりました。
今回の台南RC訪問旅行のハイライトがこれに集約されたと言って
も過言ではないと思います。
　以降道中、私が野生のリスと格闘してしまうといったアクシデント
（苦笑）、丸川副会長リクエストによる高雄市にある「岡山駅」への
訪問（帰路の途中、写真撮影の為だけに寄り道）など、参加者皆
様の心にたくさんの思い出が残る旅の提供が出来たとするなら
ば、委員長冥利に尽きるところです。
　そういえば、ここまで本編本題の式典・祝宴の報告が抜けてま
した。式典におきまして岸会長は日本語、英語、そして中国語を交
えた祝辞にトライされました。とりわけ中国語に関しては式典前の
台南RCエクスカーションで新・奇美博物館を皆が見学している際
に通訳の方とマンツーマンで中国語の練習をされている会長の姿
がとても印象的でした。本番ではその努力の甲斐が実ったのか、
それとなく台南の方に中国語が通じていた様に思いました。
　最後になりますが、2021年には岡山西RCは創立60周年を迎え

ます。その時は菊池ガバナー年度でもあり台南RCの皆様もたくさ
ん来日されることと思われます。私たちは今回の台南RC同等の盛
大なる歓待をすることは難しいかもしれませんが、出来る限りの「お
もてなし」をする必要があるように思います。会員全員でこの意識
を共有し、彼らを暖かくお迎えすることで改めて「2019年の台南
RC訪問旅行は大成功だった」と当時の委員長として思い返せる
ことが出来れば最高に思います。
　以上になります。ありがとうございました。



11日（月） ●第９回理事・役員会

○１月７日
岸会長、小山幹事　新入会員　濱野 雄一様のご入会を歓迎いたします。
山下　日出夫君　濱野君を歓迎致します。
尾木　稚知君　①皆様、濱野君を宜しくお願い致します。②皆様　あけましておめでとうございます。
今年も宜しくお願い致します。
石丸　桂司君　浅間さんへ　本日の卓話、楽しみにしています。
浅間　義正君　松田さん、小原さんへ　１月４日山陽新聞社創刊140周年を迎えられ大変お目出とうご
ざいます。地域のオピニオンリーダーとして引続き頑張って下さい。
橋本　信洋君　①松田社長様、山陽新聞創刊140周年おめでとうございます。どこかの全国紙のよう
に右又は左へ寄り過ぎず、また、某国営放送のように都合の悪い事は小声で報道する事なく公平な事
実を読者に伝えて下さい。②箱守弁護士様　事務所開設おめでとうございます。菊池事務所での経
験を生かして頑張って下さい。
千原　多美子君　山陽新聞社創刊140周年おめでとうございます。
箱守　英史君　あけましておめでとうございます。私は、平成23年12月の弁護士登録後、菊池捷男
先生のもとで７年間勤務してまいりましたが、この度、菊池先生のご快諾を得て、平成31年１月1日より、
岡山市にて独立開業するはこびとなりました。菊池先生には弁護士として大変多くのことを学ばせてい
ただき、感謝しております。ほんとうにありがとうございました。また、ロータリークラブでも大変貴重な経
験をさせていただき、ありがとうございます。今後も、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いします。
○１月21日
岸会長、小山幹事、髙柴　正悟君、永瀬　忠亮君　新入会員　金尾様のご入会を歓迎いたします。
山下　日出夫君　金尾 晃様のご入会、会員増強委員会全員大歓迎します。
尾木　稚知君　皆様、金尾様を宜しくお願い致します。
大森　茂君、蜂谷　泰祐君　去る１月13日のIMにおいては皆様にお世話になり、ありがとうございました。
皆様のおかげで無事終えることができました。
村山　洋二君　皆様へ　台南RCの65周年祝賀式典への訪問を成功裏に導いてくださいました。国
際奉仕委員長としてお礼申し上げます。
森本　浩平君　年始の大変お忙しい中、台南RC65周年式典にご出席頂きました皆様、誠にありがと
うございました。いくつかの小さなハプニングはありましたが、無事日程を消化することが出来、台南RC
委員長としてもホッとしております。今回、IMの都合で旅行日程が当初の計画より早くなりましたが、逆
にこれが功を奏し、他の姉妹クラブよりも台南RC会員と交流する時間が多くなったことで、より個 の々親
睦が図れたのではないかと思っております。２年後の岡山西RC60周年時には、今回受けた彼らのご厚
情に応える必要があると改めて思った次第です。改めて出席の皆様ありがとうございました。

末吉　誠一君　森本台南委員長殿、１月９日～12日の台南RC創立65周年訪問お世話に成りました。
次回台南RCが我西RC60周年に来岡の際は盛大なおもてなしをしましょう。
上野　正義君　過日は年男で破魔矢を頂き有難うございました。
上杉　隆士君　①１月19日県内最大級のショールームを高柳にオープンしました。空間工房タカキさん
に大変お世話になりました。又トヨタ岡山共販杉本さんにも、いろいろお手伝いを頂きました。本当にあ
りがとうございました。②12月世界で一番住み易い町オーストラリアのメルボルンに行ってきました。毎月人
口が２千人増えていて、まもなくシドニーの人口を追い越すそうです。この旅行の一番の目的は、自動
車販売店の視察でしたが、観光名所も多く、最近人気のヤラバレーワイナリーにも足を延ばしました。
余談ですが、旅行中に私の誕生日があり、海外で賑やかにお祝いをして頂き、ラッキーでした。
髙木　勝君　上杉会員、「おめでとうございます」1月19日に『ネッツさんよ』でお馴染みのネッツ山陽に
おかれましては高柳店を新築開店なさいました。高木はこの度も設計・施工を任せていただきました。
無事に完成することができました。ありがとうございました。
村山　洋二君　髙柴正悟さんへ　IADR学会の歯周病学分野のバイシ・プレジデント（副理事長）
に選出されました。おめでとうございます。この学会は歯科を科学として捉える世界で最も権威のある学
会です。いろいろの専門分野から構成されますが、そのうちの歯周病学分野です。このポジションは
世界中の専門学会員の投票によって決まります。次年度からはバイシ・プレジデントですが、次 年々度
にはプレジデントに昇格することになっています。いよいよ『世界の髙柴』として活躍されることを期待します。
唐井　一成君　順正学園の「吉備未来塾」の案内を事務局の机においております。ここ岡山を中心
とした吉備の文化と歴史に興味のある方、勉強してみたい方、そして時間とお金に余裕のある方（無
い方も）、ぜひ一度目を通してみて下さい。そして積極的なご参加をお待ちしております。
○１月28日
橋本　信洋君　①優良従業員表彰を受賞された皆様方、おめでとうございます。今後も職場のリーダー
として頑張って下さい。②福嶋さんへ　山陽新聞夕刊の2月からの「私の一言」コーナーの執筆担当お
めでとうございます。頑張って下さい。
浅間　義正君　山神様（受賞者）へ　優良従業員表彰お目出とうございます。引続き頑張って下さい。
末吉　誠一君、野田　英樹君、唐井　一成君、小原　範夫君、加計　役君、半田　充彦君　
西崎会員へ　今回の山陽新聞体育賞の受賞おめでとうございます。次は東京オリンピック金メダルです
ね。
上野　正義君　テーブルに配りましたレジメは平成25年に書きました岡山備前藩のノンフィクションです。
小山さんのノーインさんでたくさん印刷していただいたので残りを少しもってきました。幕末の岡山備前藩
に降りかかった神戸事件について書いています。まだ見ていない新会員の方で興味があればご覧くだ
さい。
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　まず日程について、岡山西RC主催のIM開催日の影響で当初
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えた祝辞にトライされました。とりわけ中国語に関しては式典前の
台南RCエクスカーションで新・奇美博物館を皆が見学している際
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がとても印象的でした。本番ではその努力の甲斐が実ったのか、
それとなく台南の方に中国語が通じていた様に思いました。
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ん来日されることと思われます。私たちは今回の台南RC同等の盛
大なる歓待をすることは難しいかもしれませんが、出来る限りの「お
もてなし」をする必要があるように思います。会員全員でこの意識
を共有し、彼らを暖かくお迎えすることで改めて「2019年の台南
RC訪問旅行は大成功だった」と当時の委員長として思い返せる
ことが出来れば最高に思います。
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